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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
令

和
2
年
4
月
、
南
木
曽
町
議

会
議
長
に
再
任
さ
れ
、
改
め

て
重
責
を
感
じ
て
い
ま
す
。

議
会
は
、
町
民
の
選
挙
で

選
出
さ
れ
た
議
員
の
合
議
制

に
よ
る
議
決
機
関
で
あ
り
、

同
じ
く
町
民
の
選
挙
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
た
執
行
機
関
で

あ
る
南
木
曽
町
長
と
並
立
し

て
、
緊
張
と
均
衡
を
保
持
し

つ
つ
、
民
意
を
的
確
に
反
映

さ
せ
、
南
木
曽
町
と
し
て
最

良
の
意
思
決
定
を
導
く
使
命

を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
町
長
部
局
か

ら
の
提
案
に
対
し
て
賛
否
を

審
議
す
る
の
み
な
ら
ず
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
日
常
会
話

の
中
か
ら
出
て
く
る
様
々
な

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
く
み
上

げ
、
住
民
の
福
祉
と
将
来
の

町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の

を
選
択
し
提
案
し
て
い
く
役

割
を
議
会
は
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
人
の
心
も
社
会
経

済
も
低
下
さ
せ
る
「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
」
が
一
日
も
早

く
去
っ
て
い
く
こ
と
を
強
く

望
み
ま
す
が
、
そ
の
後
に
到

来
す
る
社
会
は
、
人
と
ひ
と

と
の
つ
な
が
り
方
が
今
ま
で

と
は
違
う
社
会
に
な
る
で
し

ょ
う
。

災
害
が
起
き
た
時
の
助
け

合
い
を
は
じ
め
と
す
る
顔
の

見
え
る
地
域
住
民
同
士
の
支

え
合
い
と
つ
な
が
り
は
引
き

続
き
大
切
な
こ
と
で
す
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
情
報
通

信
手
段
を
使
っ
て
人
と
ひ
と

と
が
関
わ
り
あ
っ
て
生
き
て

い
く
か
。

テ
レ
フ
ォ
ン
・
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
・
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
っ

た
「
遠
隔
」
技
術
を
、
遠
隔

診
療
や
遠
隔
授
業
な
ど
の
形

で
人
々
の
生
活
に
今
以
上
に

活
用
す
る
社
会
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
中
で
、
議
会

も
時
代
に
即
し
て
変
わ
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
議
会
構
成
と
な
っ

て
出
発
し
た
議
会
に
対
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議　
長　

山
﨑　
隆
二

こ
の
た
び
南
木
曽
町
議
会

の
副
議
長
に
選
任
さ
れ
、
改

め
て
重
責
を
感
じ
て
い
ま
す
。

町
政
60
周
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
含

め
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

町
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

は
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

試
練
に
立
ち
向
か
い
、
乗
り

越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
を
生
き
る
私
た

ち
が
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
の
た
め
に
も
、
こ
の
南
木

曽
町
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

山
﨑
隆
二
議
長
の
補
佐
と

し
て
、
住
民
の
側
に
立
つ
議

員
を
自
覚
し
、
二
元
代
表
制

に
お
け
る「
機
関
対
立
主
義
」

に
基
づ
き
、
町
長
、
執
行
機

関
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
住
民
の

負
託
に
応
え
る
よ
う
一
生
懸

命
頑
張
る
所
存
で
す
。
皆
様

方
の
格
別
な
る
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長　

矢
澤　
和
重

議
長
・
副
議
長　
就
任
の
あ
い
さ
つ

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
後
の
初
議
会
が
、
4
月
23
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
の
結
果
、
議
長
に
山
﨑
隆
二
氏
、
副
議
長
に
矢

澤
和
重
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

南木曽町観光協会・観光交流施設・宿場ふれあい広場、
地蔵沢砂防えん堤事業工事用道路を視察

5月12日、新型コロナウイルスの拡大防止のため外出自粛要請により観光客
がいない閑散とした妻籠宿を歩き、4月1日に開設した（一社）南木曽町観光
協会事務所を視察しました。
協会長や専務理事からの説明では、事務局は4名、新規会員は100名弱との
こと。今後も会員を増やしていく計画や、これからの事業として、リニア新幹
線の開業や神坂スマートインターの開通を見据えて、観光資源の保存と活用が

できる将来ビジョンの策定をしていくとのことでした。
また、コロナの終息状況などをみながら総会を開催し
て新役員体制を構築していく考えをお聞きしました。
南木曽町の観光振興とさらなる発展に向け新設され
た（一社）南木曽町観光協会に期待をしたいと思います。
この後、宿場内に今年建設された観光交流施設（田
原家）、宿場ふれあい広場（櫻井家）と地蔵沢砂防えん
堤事業に伴う工事用道路予定地の視察をしました。
 （文責：近藤　隆　委員長）
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道路改良箇所



2020.7.117 NAGISO

公
民
館
報

議
会
だ
よ
り

広
報

南木曽町議会構成 令和2年4月23日現在

長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た

任
期
満
了
に
伴
い
、
北
原
隆
光
議
員

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
発
展
の
た

め
、
7
期
28
年
間
に
わ
た
り
献
身
的
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

◎
…
当
選
人
、
○
…
立
候
補
者

※
氏
名
は
仮
議
席
順

※
立
候
補
者
以
外
へ
の
投
票
も
有
効
と

な
っ
て
い
ま
す

　
〇
松
原
崇
文
議
員　
1
票

　
　
坂
本　
満
議
員　
1
票

　
　
早
川
親
利
議
員　
2
票

◎
〇
山
﨑
隆
二
議
員　
4
票

　
〇
高
橋　
進
議
員　
2
票

　
〇
伊
藤
寿
子
議
員　
2
票

◎
〇
矢
澤
和
重
議
員　
6
票

　
　
坂
本　
満
議
員　
2
票

議
長
選
挙

副
議
長
選
挙

4
月
23
日
初
議
会
で
の

議
長
・
副
議
長
選
挙
結
果

北原　隆光 氏
平成4年4月5日
～令和2年4月22日

（任期満了）

議　長 山﨑　隆二 副議長 矢澤　和重
常任委員会

委員会名 委員長 副委員長 委　員
総務文教常任委員会 早川　親利 伊藤　寿子 赤坂　　孝、矢澤　和重、松原　崇文
経済観光常任委員会 近藤　　隆 田中　　晃 矢澤　和重、坂本　　満、高橋　　進
議会運営委員会 松原　崇文 伊藤　寿子 近藤　　隆、早川　親利　
特別委員会

委員会名 委員長 副委員長 委　員

国道256号改良促進特別委員会 赤坂　　孝 伊藤　寿子 田中　　晃、近藤　　隆、矢澤　和重、松原　崇文
坂本　　満、早川　親利、高橋　　進

国有林対策特別委員会 松原　崇文 赤坂　　孝 田中　　晃、伊藤　寿子、近藤　　隆、矢澤　和重
坂本　　満、早川　親利、高橋　　進

議会報編集特別委員会 坂本　　満 伊藤　寿子 田中　　晃、矢澤　和重

議会のあり方研究特別委員会 矢澤　和重 松原　崇文 田中　　晃、伊藤　寿子、近藤　　隆、赤坂　　孝
坂本　　満、早川　親利、高橋　　進

リニア新幹線対策特別委員会 赤坂　　孝 坂本　　満 田中　　晃、伊藤　寿子、近藤　　隆、矢澤　和重
松原　崇文、早川　親利、高橋　　進

一部事務組合議会等議員
種　別 人　員 氏　名

木曽広域連合議会議員 ３ 山﨑　隆二、坂本　　満、近藤　　隆
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議員 １ 伊藤　寿子
監査委員

種　別 人　員 氏　名
南木曽町監査委員 １ 赤坂　　孝
その他の委員（議員）

種　別 人　員 氏　名
妻籠宿保存審議会委員 １ 近藤　　隆
南木曽町国民健康保険運営協議会委員 ２ 赤坂　　孝、松原　崇文
南木曽町空家等対策協議会委員 １ 田中　　晃
南木曽町表彰審査会委員 ３ 山﨑　隆二、矢澤　和重、早川　親利
南木曽町防犯協会理事 １ 山﨑　隆二
㈳南木曽町社会福祉協議会評議員 １ 早川　親利
南木曽町右岸道路づくり委員会委員 ３ 坂本　　満、早川　親利、松原　崇文
南木曽町リニア中央新幹線対策協議会委員 ４ 山﨑　隆二、矢澤　和重、赤坂　　孝、坂本　　満
南木曽町地方創生総合戦略会議委員 １ 田中　　晃
民生委員推薦会委員 ２ 早川　親利、伊藤　寿子

議会だより
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雑
入
の
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
用
地
取
得
促
進
町

村
受
託
料
が
33
万
円
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

　
　
こ
の
受
託
料
は
県
か

ら
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、

令
和
元
年
度
か
ら
立
ち
会

い
人
数
に
対
し
て
1
回
あ

た
り
5
千
円
を
交
付
す
る

よ
う
に
な
り
、
交
付
合
計

額
が
13
万
2
千
円
か
ら
46

万
2
千
円
と
な
っ
た
た
め
、

増
額
分
の
33
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
　
現
在
の
事
業
量
に
対

し
て
相
応
し
い
手
当
て
内

容
な
の
か
。
県
と
し
て
の

評
価
や
増
額
し
た
理
由
は
。

　
　
関
係
市
町
村
か
ら
は

今
ま
で
増
額
要
望
が
出
て

い
ま
し
た
。
県
で
も
一
定

の
立
ち
合
い
に
よ
っ
て
費

用
が
発
生
し
た
分
に
つ
い

県
か
ら
の
リ
ニ
ア
受
託
料

　
　
雑
入
の
リ
ニ
ア
中
央

　
　
雑
入
の
リ
ニ
ア
中
央

Qと
な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

と
な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

　
　
こ
の
受
託
料
は
県
か

A
　
　
現
在
の
事
業
量
に
対

　
　
現
在
の
事
業
量
に
対

Q評
価
や
増
額
し
た
理
由
は
。

評
価
や
増
額
し
た
理
由
は
。

　
　
関
係
市
町
村
か
ら
は

A

て
は
、
そ
の
費
用
を
負
担

す
る
と
い
う
考
え
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
　
今
後
、
工
事
の
具
体

化
で
、
い
ま
以
上
に
費
用

が
必
要
と
な
っ
た
り
、
職

員
の
手
間
が
増
え
る
。
さ

ら
な
る
増
額
や
人
員
配
置

な
ど
を
含
め
、
リ
ニ
ア
計

画
対
応
の
見
通
し
は
あ
る

の
か
。

　
　
少
な
く
と
も
令
和
元

年
度
に
対
応
し
て
い
た
だ

い
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

同
じ
よ
う
に
対
応
し
て
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
町
と
し
て
も
人
的
支
援

を
い
た
だ
い
た
り
、
リ
ニ

ア
推
進
局
、
木
曽
振
興
局

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援

な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
工
事
の
具
体

　
　
今
後
、
工
事
の
具
体

Qの
か
。

の
か
。

　
　
少
な
く
と
も
令
和
元

A

4
月
補
正
予
算
審
議

令
和
2
年
3
月
期
予
算（
一
般
会
計
、
特
別
会
計
）が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
を
次
に
示
し
ま
す
。

5月臨時会�議案一覧表
予算関連議案 可決

●令和2年度　補正予算 ・一般会計の補正は4億7,567万6千円増額し、
総額44億4,167万6千円となります。

全員
一致

一般議案 可決

●南木曽町財政調整基金の処分
新型コロナウイルス感染症に関する緊急経済対策事業の財源に充当す
るため、財政調整基金を3,000万円取り崩し、令和2年度一般会計予
算に繰入れるものです。

全員
一致

条例の改正 可決

●特別職の職員で常勤の者の給与に関
する条例の一部改正

令和2年5月12日から令和4年3月31日までの間、特別職の職員で常
勤の者（町長、副町長、教育長）の給料月額を引き下げるため、条例
の一部を改正するものです。

全員
一致

議員発議 可決

●新型コロナウイルス感染症対策とし
て、地方創生臨時交付金の増額等の
財政支援を早期に求める意見書

緊急事態宣言の拡大・延長に伴う自粛要請による影響に対し、事業者
や住民の生活や雇用、事業継続のため、迅速かつ、より一層の財政支
援を求めるための意見書
結果　可決・意見書送付

全員
一致

●新型コロナウイルス感染症対策とし
て、検査体制の拡充と地域医療対応
体制の確立等を求める意見書

新型コロナウイルス感染症の実態を把握し、住民が理解しながら感染
症対策に取り組めるために、現在進行中の公立病院の集約化などの地
域医療計画の見直しを求めるとともに、感染症の検査体制の拡充と地
域医療対応体制の確立などを求める意見書
結果　可決・意見書送付

全員
一致

審議内容
掲載P.19

4月臨時会�議案一覧表
同意案件 可決

●監査委員の選任 赤坂　　孝（新任）：南木曽町吾妻 全員
一致

●固定資産評価員の選任 伊藤　美紀（新任）：南木曽町田立 全員
一致

専決処分事項の報告案件 可決

●令和元年度　補正予算 ・一般会計の補正は1,985万7千円減額し、
　総額37億9,449万7千円となります。

全員
一致

●南木曽町税条例等の一部改正 地方税法等の一部を改正する法律の公布により、規定・引用条項の整
備、字句・期間の改正、規定の追加が行われました。

全員
一致

●南木曽町国民健康保険税条例の一部
改正

地方税法等の一部を改正する法律の公布により、課税限度額の見直し、
低所得者の負担軽減措置の見直しが行われました。

全員
一致

審議内容
掲載P.18～
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議
会
だ
よ
り

広
報

◆
財
政
調
整
基
金
処
分

　
　
今
回
3
千
万
円
処
分

で
、
新
年
度
予
算
で
も
4

千
万
円
処
分
し
て
い
る
。

財
源
は
大
丈
夫
か
。

　
　
5
月
補
正
の
調
整
段

階
で
は
、
臨
時
交
付
金
の

正
確
な
情
報
が
な
く
、
見

込
ま
れ
る
不
足
分
と
し
て

財
政
調
整
基
金
を
処
分
し

ま
し
た
。

　
町
の
経
済
対
策
と
し
て
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
利

息
の
補
助
や
商
品
券
の
配

布
な
ど
に
充
て
ま
す
。

　
今
回
の
臨
時
交
付
金
は

上
限
5
千
4
百
万
円
入
り

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
費
用
と
し
て
配

分
さ
れ
る
も
の
で
、
財
源

不
足
を
補
え
ま
す
。

◆
給
付
金
シ
ス
テ
ム
改
修
費

　
　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
予
算
４
６

０
万
の
う
ち
シ
ス
テ
ム
改

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◆
財
政
調
整
基
金
処
分

　
　
今
回

　
　
今
回

Q財
源
は
大
丈
夫
か
。

財
源
は
大
丈
夫
か
。

　
　A◆

給
付
金
シ
ス
テ
ム
改
修
費

　
　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

　
　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

Q

含
め
、
必
要
と
す
る
全
て

の
人
に
行
き
渡
る
よ
う
に
。

　
　
国
か
ら
も
取
り
組
み

の
指
示
が
き
て
お
り
、
福

祉
部
局
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限

は
8
月
17
日
で
、
申
請
で

き
て
い
な
い
方
へ
も
き
ち

ん
と
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

◆
協
力
企
業
等
特
別
支
援

金
範
囲
拡
大
は

　
　
対
象
事
業
者
の
範
囲

を
広
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
今
回
は
、
観
光
客
を

呼
び
込
ま
な
い
た
め
に
休

業
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
た
事
業
者
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

◆
観
光
協
会
か
ら
の
チ
ラ
シ

　
　
観
光
協
会
名
で
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
可
能
な
町
内
飲

食
店
の
チ
ラ
シ
が
新
聞
折

り
込
み
に
入
っ
た
。「
観

光
協
会
に
入
っ
て
い
る
店

舗
の
み
の
掲
載
だ
と
勘
違

い
し
や
す
い
」
と
い
う
声

も
あ
る
。
商
工
会
と
の
業

務
の
す
み
分
け
を
し
っ
か

り
と
。

　
　
商
工
会
は
国
県
の
コ

ロ
ナ
対
策
補
助
事
業
の
相

の
人
に
行
き
渡
る
よ
う
に
。

の
人
に
行
き
渡
る
よ
う
に
。

　
　
国
か
ら
も
取
り
組
み

A金
範
囲
拡
大
は

　
　
対
象
事
業
者
の
範
囲

　
　
対
象
事
業
者
の
範
囲

Qい
か
。

い
か
。

　
　
今
回
は
、
観
光
客
を

A◆
観
光
協
会
か
ら
の
チ
ラ
シ

　
　
観
光
協
会
名
で
テ
イ

　
　
観
光
協
会
名
で
テ
イ

Qり
と
。

り
と
。

　
　
商
工
会
は
国
県
の
コ

A

談
窓
口
と
な
っ
て
お
り
人

手
不
足
の
た
め
、
観
光
協

会
に
提
案
し
て
実
施
に
至

っ
た
も
の
で
す
。

◆
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料

　
　
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
扱

い
は
。

　
　
中
学
の
修
学
旅
行
は

延
期
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ

ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る
場

合
は
、
国
が
対
応
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が

出
た
場
合
に
、
保
護
者
へ

の
負
担
が
無
い
よ
う
に
願

う
。

　
　
課
長
職
が
そ
の
ま
ま

再
任
と
な
っ
て
い
る
理
由

は
。

　
　
現
行
の
再
任
用
制
度

は
課
長
職
も
定
年
後
に
再

任
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

給
与
を
減
額
し
た
う
え
で
、

通
常
の
課
長
業
務
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
定
年
延
長
の
方
向
の
な

か
で
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
な
ど
新
し
い
制
度

が
出
る
な
ど
移
行
期
に
あ

り
ま
す
。

◆
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料

　
　
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
扱

　
　
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
扱

Qい
は
。

い
は
。

　
　
中
学
の
修
学
旅
行
は

Aと
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が

要
望４

月
人
事
異
動
の
説
明

　
　
課
長
職
が
そ
の
ま
ま

　
　
課
長
職
が
そ
の
ま
ま

Qは
。
は
。

　
　
現
行
の
再
任
用
制
度

A

修
費
が
１
１
１
万
円
と
高

額
だ
が
。

　
　
概
算
見
積
も
り
に
よ

る
も
の
で
、
実
際
の
事
業

費
は
精
査
し
ま
す
。

◆
郡
内
の
検
査
状
況
は

　
　
県
内
で
の
検
査
は
相

談
件
数
の
1
割
程
度
だ
。

介
護
の
現
場
な
ど
で
は
、

感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か

不
安
を
抱
え
て
仕
事
を
し

て
い
る
。
郡
内
の
検
査
状

況
は
。

　
　
保
健
所
が
窓
口
と
な

っ
て
検
査
を
し
て
お
り
、

木
曽
エ
リ
ア
で
は
5
月
8

日
ま
で
の
累
計
で
次
の
と

お
り
で
す
。

相
談
総
件
数 

５
６
６
件

う
ち
有
症
相
談
総
数

３
４
３
件

検
査
総
数 

34
件

感
染
者
総
数 

4
名

◆
申
請
期
限
8
月
17
日

特
別
定
額
給
付
金
の
対
応

　
　
Ｄ
Ｖ
の
関
係
な
ど
を

額
だ
が
。

額
だ
が
。

　
　
概
算
見
積
も
り
に
よ

A◆
郡
内
の
検
査
状
況
は

　
　
県
内
で
の
検
査
は
相

　
　
県
内
で
の
検
査
は
相

Q況
は
。

況
は
。

　
　
保
健
所
が
窓
口
と
な

A特
別
定
額
給
付
金
の
対
応

　
　
Ｄ
Ｖ
の
関
係
な
ど
を

　
　
Ｄ
Ｖ
の
関
係
な
ど
を

Q

5
月
補
正
予
算
審
議

令
和
２
年
５
月
期
予
算
（
一
般
会
計
）
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
概
要
を
次
に
示
し
ま
す
。

　
　
地
方
交
付
税
が
2
千

5
百
万
円
増
額
の
理
由
は
。

　
　
最
終
交
付
額
が
3
月

26
日
決
定
の
た
め
、
第
5

号
補
正
で
最
終
的
な
金
額

と
し
て
見
込
め
な
か
っ
た

分
に
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
増
額
が
あ
れ
ば
、

地
域
要
望
や
実
施
計
画
な

ど
が
で
き
た
の
で
は
と
考

え
ら
れ
る
が
。

　
　
実
施
計
画
の
計
上
事

業
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
で

き
上
が
っ
て
い
る
状
態
で

す
。

　
　
増
額
分
は
臨
時
財
政

対
策
債
で
調
整
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
か
。

　
　
特
別
交
付
税
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
お
金
は

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

を
見
送
る
よ
う
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
財
政
と
し
て

の
考
え
で
す
。

　
　
繰
入
金
と
基
金
の
関

係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
現
在
の
基
金
繰
入
れ

地
方
交
付
税
の
増
額
理
由

　
　
地
方
交
付
税
が

　
　
地
方
交
付
税
が

Q
百
万
円
増
額
の
理
由
は
。

百
万
円
増
額
の
理
由
は
。

　
　
最
終
交
付
額
が

A
　
　
こ
の
増
額
が
あ
れ
ば
、

　
　
こ
の
増
額
が
あ
れ
ば
、

Qえ
ら
れ
る
が
。

え
ら
れ
る
が
。

　
　
実
施
計
画
の
計
上
事

A
　
　
増
額
分
は
臨
時
財
政

　
　
増
額
分
は
臨
時
財
政

Qい
う
こ
と
か
。

い
う
こ
と
か
。

　
　
特
別
交
付
税
が
決
定

A国
民
健
康
保
険
の
基
金

　
　
繰
入
金
と
基
金
の
関

　
　
繰
入
金
と
基
金
の
関

Q係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
現
在
の
基
金
繰
入
れ

A

は
７
１
３
万
8
千
円
で
す
。

ま
た
、
基
金
残
高
は
8
千

万
円
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
消
費
税
増
税
に
伴
う

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
3

月
で
終
了
し
た
。
委
託
料

が
17
万
8
千
円
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
利
用
の
詳
細

や
実
態
は
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
枚
数
は
1
万
３
１

８
０
枚
で
す
。
金
額
は
約

６
５
０
万
円
で
、
そ
の
内

プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
約
１
３

１
万
円
で
す
。

　
申
請
率
4
割
は
3
月
報

告
と
変
更
な
し
で
、
発
行

場
所
は
郵
便
局
２
７
０
万

円
、
会
計
室
２
５
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
活
用
し
な
か
っ
た
6

割
は
、
ど
の
よ
う
な
方
々

か
。

　
　
こ
れ
か
ら
詳
細
に
つ

い
て
調
査
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
実
態

　
　
消
費
税
増
税
に
伴
う

　
　
消
費
税
増
税
に
伴
う

Qや
実
態
は
。

や
実
態
は
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

A
　
　
活
用
し
な
か
っ
た

　
　
活
用
し
な
か
っ
た

Qか
。
か
。

　
　
こ
れ
か
ら
詳
細
に
つ

A

議会だより



●役場勤務体制
Q　4月20日の対策本部会議で「執務室の従事者
を6～7割に縮小する」とあるが具体的には。
A 4月21日～5月6日まで、各課職員を3班に分
けて1/3が在宅勤務をするという在宅勤務を試行。
●情報発信など
Q　感染者が出た場合でも、すぐに対応できるよ
うに研究して対策していただきたい。より詳細な
問い合わせが想定されるが、各係の責任者を決め
ては。
A 折り込みチラシの最後に担当課を記載してい
ます。まずは役場や保健所まで問い合わせをお願
いします。
Q　区長配布に間に合わない配布物は新聞折り込
みで対応とあるが、新聞を取っていない世帯もある。
　また、迅速で正確な情報を伝えるためにも、色々
な媒体や広域の放送システムの利活用を。（次ペー
ジへ）
A インターネットが利用できない環境に対し、
対応可能な方法として新聞折込をしました。広域
の放送システムについては文字放送を活用してい
ます。テレビ放送は検討していきたい。
●医療体制
Q　町内で PCR 検査を受けた事例は。
A PCR 検査を行ったという報告は受けていま
せん。現在のところ相談窓口は保健所です。
●町民生活・事業者支援
Q　独自で先に特別定額給付金を交付している自
治体もある。商品券の対象・利用期限についての
考えは。

A 5月期補正予算が計上された段階で、申請書
が発送できるように準備を進めます。商品券支給
については、速やかに行う必要があり、全町民を
対象としました。利用されなかった分は、財源を
別の対策に充てます。
●観光対策
Q　協力企業等特別支援事業の対象企業について
は、「テイクアウトをやめれば支給か」という声
も聞くが。
A 弁当販売や昼間のみの営業に対して休業要請
は出ていないが、店を閉めたりすれば町としては
協力金の対象と考えています。
　また、町直接管理の部分に関しては地方公共団
体のため対象外です。
Q　経済活動に大きく影響が出ているなか、観光
協会の役割は非常に重要だ。
A これから早急に体制を整えるように役員で検
討しています。会員は約80名です。
●教育関係
Q　休園・休校が延長となる中で家庭への対応は。
A 児童の預かりなどを含めて個々に相談を受け
るように保護者呼びかけています。
Q　教育格差が都道府県ごとに出てきている。少
人数制授業や夏休み返上、タブレット購入などの
対応は。
A タブレット導入は時間がかかりますが、インター
ネット環境などのアンケート調査は進めています。
Q　家庭内暴力や虐待が危惧されるが。
A 対応窓口は子どもすくすく係です。保育園・小
中学校では、個々の家庭に健康確認も含めて心配
ごと相談の対応をしています。学校連携・保健師と
の連絡などを行って、予防も含めて対応していきます。

質疑 （4月23日全員協議会）
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議
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よ
り

公
民
館
報

4
月
21
日
、
全
国
で
の
感
染
者
数
は
1
万
2
千
人
を

超
え
増
加
傾
向
に
あ
る
。
死
亡
者
数
も
3
百
人
近
く
に
な
っ
て

い
る
。
県
内
感
染
者
数
も
54
名
と
増
加
し
て
い
る
。

●
町
の
対
策（
第
9
版
） 

※
町
Ｈ
Ｐ
掲
載
・
全
戸
配
布
済

●
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
応（
案
）

①
傷
病
手
当
：
被
保
険
者
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
者
、
ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
る
者
に
対
し
支
給

②
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

世
帯
、
も
し
く
は
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
に
対
し
減
免

●
地
方
税
の
徴
収
猶
予
の
特
例
制
度
（
案
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事
業
等
に
係
る
収
入

に
相
当
の
減
少
が
あ
っ
た
方
は
、
無
担
保
・
延
滞
金
無
し
で
1

年
間
、
地
方
税
の
徴
収
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
も
の
で
す
。 

※
関
係
法
案
が
国
会
で
成
立
後
に
実
施

●
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・
住
宅
家
賃
の
支
払
い
猶
予

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
離
職
や
収
入
の
減
少
等

に
よ
り
生
活
が
困
窮
す
る
個
人
・
法
人
に
対
し
、
支
払
い
猶
予

等
に
係
る
要
請
を
受
け
て
対
応
す
る
も
の
で
す
。

●
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
（
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
）

●
特
別
定
額
給
付
金　
　
●
町
の
緊
急
経
済
対
策

4
月
23
日
全
員
協
議
会
：
説
明
概
要

状
況

資
料（
説
明
）

特集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対 

策

町
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
全
員
協
議
会
で
の
審
議
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。



●特別定額給付金
4月27日以降に転出した場合や亡くなった方は対象と

なるか。
　オンライン申請対応の状況や、住民にとって添付書類の
コピーが負担なのでは。
　　各自治体で住民基本台帳に記載のある住民に発送しま
す。4月27日以降亡くなった方も対象です。
　町のマイナンバーカード普及率は13％程度です。オン
ライン申請については現在システムが完備していないため、
申請はできますが受付対応は5月18日からです。地区巡回
受付時にはコピーを無料で行います。
●水道料金

支払い延長の住民への周知は。
　　相談があれば検討し、住民には情報を伝えていきます。
●町の緊急経済対策事業

若者への上乗せ給付の対象年齢が29歳以下とした根
拠は何か。
　　町長就任時の公約にある「若い人への支援」に当たる
もので、今回は若い世代＝20代と考えて設定しています。
●国民健康保険税、介護保険料

減免についての対応は。
　　介護保険料は、国から示された内容ですが、広域連合
5月定例会議で条例改正が行われてから実施です。
　国民健康保険については、条例の災害に準じた解釈で、
6月定例会で示します。
●学校などでの感染予防対策

5月25日から通常登校となるが学校対応は。
　　登校時に検温を確認し、発熱時には保健室など別室を
確保し、保護者に迎えに来てもらいます。
　国支給のマスクや町購入の子ども用マスクをセットにし
て家庭に届けます。

田立地区の中学生の JR 通学は。
　　JR の乗客が非常に少ない状況で、密となっていない。
定期的な車内消毒や換気など感染予防をしていることを確
認しています。

感染者が木曽郡や町で出た場合の学校対応は。
　　町村別の感染者発生が発表されるようになったので、
教育委員会が町対策本部と協議しながら対応します。

9月入学が世間では論議になっているが。
　　社会全体から見れば難しい問題と考えます。
●学力低下対策

休校中の対応は。小中学校の授業日数確保が懸念されるが。
　　課題プリント配布や先生の家庭訪問の実施、教材の追
加購入などで学習補助をしています。
　行事の見直しなどにより年間授業日数は確保できる考え
です。今後も学校と協議していきます。

木曽広域 CATV が光化となる。町独自のテレビ局を
作りオンライン授業実施などの活用研究できないか。また、
現時点での遠隔授業の検討は。
　　休校時でも学校とつながる仕組みを作っていく必要が
あると考えています。遠隔授業はインターネット環境が全
ての家庭で整っていないため今後の課題で、CATV 活用
も検討していきます。
　　　本の購読や感想文の提出など現実的にできる最善の
方法を工夫し、学力低下対策に取り組んでほしい。

Q

　　各自治体で住民基本台帳に記載のある住民に発送しまA

Q
　　相談があれば検討し、住民には情報を伝えていきます。A

Q

　　町長就任時の公約にある「若い人への支援」に当たるA

Q
　　介護保険料は、国から示された内容ですが、広域連合A

Q
　　登校時に検温を確認し、発熱時には保健室など別室をA

Q
　　JR の乗客が非常に少ない状況で、密となっていない。A

Q
　　町村別の感染者発生が発表されるようになったので、A

Q
　　社会全体から見れば難しい問題と考えます。A

Q
　　課題プリント配布や先生の家庭訪問の実施、教材の追A

Q

　　休校時でも学校とつながる仕組みを作っていく必要がA

　　　本の購読や感想文の提出など現実的にできる最善の意見

質疑 （5月12日全員協議会）
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公
民
館
報

議
会
だ
よ
り

広
報 全

国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

緊
急
事
態
宣
言
が
5
月
31
日
ま
で
延
長
と
な
っ
た
。

●
町
の
対
策
（
第
10
版
） 

※
町
Ｈ
Ｐ
掲
載
・
全
戸
配
布
済

●
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生
活
を

支
援
し
地
方
創
生
を
図
る
た
め
、
全
て
の
緊
急
経
済
対
策
に

つ
い
て
の
対
応
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
き
め
細
や
か
に
必
要
な
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
臨
時
交
付
金
は
上
限
5
千
4
百
万

円
で
す
。

●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

対
象
と
な
る
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世
帯
へ
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。
※
詳
細
は
広
報
な
ぎ
そ
今
月
号
7
Ｐ

●
国
か
ら
の
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請

事
業
主
体
：
南
木
曽
町

対
象
者
：
今
年
4
月
27
日
時
点
で
南
木
曽
町
に
住
民
登
録

給
付
額
：
世
帯
構
成
員
1
名
に
つ
き
10
万
円

日　
　
程
：
5
月
15
日
を
目
安
に
書
類
発
送
、
5
月
18
日
か

ら
受
付
開
始

給
付
は
5
月
27
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
振
込
を
予
定

申
請
方
法
：
郵
送
申
請
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
地
区
巡
回
受

付
な
ど

申
請
期
間
：
令
和
2
年
5
月
18
日
～
8
月
17
日

●
町
の
緊
急
経
済
対
策

①
商
品
券
給
付
事
業
：
地
域
経
済
対
策
や
、
な
る
べ
く
近
隣

で
の
消
費
に
よ
り
地
域
外
へ
の
外
出
を
控
え
て
い
た
だ
く

た
め
、
町
民
全
員
に
5
千
円
分
の
商
品
券
の
給
付
を
行
う

も
の
で
す
。

ま
た
、
収
入
減
と
な
っ
た
子
育
て
世
代
の
若
者
や
在
宅
が

多
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
と
し
て
、
29
歳
以
下
の

若
者
・
子
ど
も
に
は
5
千
円
を
上
乗
せ
し
て
給
付
し
ま
す
。

②
南
木
曽
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
協
力
企
業
等

特
別
支
援
事
業
：
長
野
県
で
は
、
主
に
観
光
客
を
対
象
と

す
る
施
設
等
に
対
し
て
休
業
を
含
め
た
協
力
を
依
頼
し
、

依
頼
に
応
じ
た
対
象
事
業
者
に
協
力
金
等
を
支
給
し
ま
す
。

県
の
対
象
か
ら
外
れ
た
町
内
事
業
者
で
自
主
的
に
休
業

し
た
事
業
に
対
し
て
町
独
自
に
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

③
南
木
曽
町
利
子
補
給
制
度
の
拡
充
等
：
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
保
証
制
度
４
号
認
定
事
業
者
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を
災
害
同
様
の
扱
い
に
拡
充
し
ま
す
。

●
子
育
て
応
援
臨
時
給
付
金
の
支
給

保
育
園
の
休
園
措
置
に
伴
い
、
子
育
て
応
援
給
付
金
の
給

食
費
相
当
額
（
7
千
円
）
を
基
準
額
と
し
て
、
休
園
日
数
の

日
割
り
計
算
に
よ
り
臨
時
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

5
月
12
日
全
員
協
議
会
：
説
明
概
要

状
況

資
料（
説
明
）

議会だより




